
年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 9 組

教科担当者： （１組：児玉）（２組：黒須）（３組：児玉）（４組：黒須）（５組：児玉）（６組：黒須）（７組：児玉）（８組：黒須）（９組：黒須）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科

自然の事物・現象の概念や原理・法則などを理解し，科学的に探究するために必要な観察，実験に関する技能を身に付けている。

毎回目的意識をもって観察、実験等を行い、生
物に対しての気付きから課題を設定し解決しよ
うとする努力をする。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連から、生物や生命現象
への関心を高め、生物の基本的な概念や原理・
法則の理解を図ることで、知識及び技能を身に
つける。

生物学的に探究する態度を身につけるととも
に、思考力、判断力、表現力等を働かせなが
ら、科学的に探究する力を身につける。

生物基礎(実教出版)　アクセスノート生物基礎(実教出版)　ニューステージ生物図表(浜島書店)

理科

自然の事物・現象から問題を見いだし，観察，実験を行い，得られた結果を分析・解釈・表現するなど，科学的に探究している。

自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

生物基礎

１
学
期

序章　生物学の基本
【知識及び技能】
　生物に必要な技能の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　実際の方法について
【学びに向かう力、人間性等】
　自ら実験実習に取り組む

・スケッチの方法
・顕微鏡の使い方
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　スケッチの仕方および顕微鏡の使用方法を
理解し正しく使用することができる
【思考・判断・表現】
　正しくスケッチができ顕微鏡を使って大き
さを求めることができる
【主体的に学習に取り組む態度】
　自ら実験実習に取り組むことができる

○ ○ ○ 5

生物の特徴
【知識及び技能】
　生物の成り立ちおよび細胞について理
解する
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の由来や共通点・相違点を考察す
ることができる
【学びに向かう力、人間性等】
　自ら生物の特徴を調べようとする

1

合計

70

8

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 5

7

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

5

○ 5

神経系と内分泌系による調節
【知識及び技能】
　神経系と内分泌系による調節につ
いて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　体内での情報伝達方法について考
察する
【学びに向かう力、人間性等】
　体内の情報伝達について主体的に
探究することができる

・恒常性と体液
・血液と循環系
・パルスオキシメーター
・神経系と脳死
・ホルモンによる調節
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　神経系と内分泌系について基本的な概念や原
理・法則などを理解することができる
【思考・判断・表現】
　体内の情報伝達について科学的に考察するこ
とができる
【主体的に学習に取り組む態度】
　体内の情報伝達に関する現象に主体的に関わ
り見通しをもって探究することができる

○ ○ ○ 8

定期考査 ○

【知識・技能】
　生物の相互の関係について理解することが
できる
【思考・判断・表現】
　生物の構造や関係性および共通点・相違点
を考察することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
　自ら生物の成り立ちを調べることができる

○

○

・生物と遺伝情報
・ＤＮＡの構造と遺伝情報
・細胞周期
・細胞分裂の観察
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　遺伝情報とＤＮＡの基本的な概念や原理・法則な
どを理解し実験を行うことができる
【思考・判断・表現】
　ＤＮＡについて仮説を立て実験を行うことができ
る
【主体的に学習に取り組む態度】
　遺伝情報とDNAに関する現象に関わり見通しをもっ
て実験を行うことができる

○ ○ ○

○

生命活動とエネルギー
【知識及び技能】
　生命活動にはエネルギーが必要なこと
を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　エネルギーの流れについて考察するこ
とができる
【学びに向かう力、人間性等】
　生命活動におけるエネルギーについて
調べることができる

○ ○

・生物の多様性と共通性
・生物の進化と系統
・細胞と個体の成り立ち
・真核細胞と原核細胞の構造
・一人１台端末の活用　等

○ ○ 14

1

遺伝情報とDNA
【知識及び技能】
　遺伝情報とDNAを理解するとともに実験
技能を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
　実験を通してDNAについて考察すること
ができる
【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝子とその働きについて主体的に探
究することができる

３
学
期

植生と遷移
【知識及び技能】
　植生と遷移について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　植生と遷移について考察する
【学びに向かう力、人間性等】
　植生と遷移について主体的に探究
することができる

・環境と生物
・階層構造
・遷移と環境変化
・バイオーム
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　植生と遷移について基本的な概念や原理・法則な
どを理解することができる
【思考・判断・表現】
　植生と遷移について見通しをもって観察をすると
ともに科学的に考察することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
　植生と遷移に関する現象に主体的に関わり見通し
をもって探究することができる

○ ○

遺伝子発現とタンパク質
【知識及び技能】
　遺伝子の働きとタンパク質合成に
ついて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　実習を通してタンパク質合成につ
いて考察することができる
【学びに向かう力、人間性等】
　タンパク質合成に関する事項につ
いて主体的に探究できる

・タンパク質の構造
・転写と翻訳
・遺伝暗号表
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　タンパク質合成について基本的な概念や原
理・法則などを理解することができる
【思考・判断・表現】
　タンパク質合成について科学的に考察する
ことができる
【主体的に学習に取り組む態度】
　タンパク質合成に関する現象に主体的に関
わり見通しをもって探究できる

○ ○

・生命活動とエネルギー
・ＡＴＰの構造
・生体内の化学反応と酵素
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　ＡＴＰや酵素について基本的な概念や原理・法則
などを理解し実験を行うことができる
【思考・判断・表現】
　代謝におけるエネルギーについて考察することが
できる
【主体的に学習に取り組む態度】
　生命活動における代謝について主体的に関わり見
通しをもって探究することができる

○ ○

定期考査

○ 1

２
学
期

8

1

○○○

・生態系における生物の役割
・種多様性と食物連鎖
・生態系のバランス
・外来生物
・生物多様性と生態系の保全
・一人１台端末の活用　等

生態系とその保全
【知識及び技能】
　生態系とその保全の方法について
理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　生態系とその保全の方法について
考察する
【学びに向かう力、人間性等】
　生態系とその保全の方法ついて主
体的に探究することができる

○

定期考査
○ ○ 1

免疫のはたらき
【知識及び技能】
　免疫のはたらきについて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　遺物の排除方法や防御機能につい
て考察する
【学びに向かう力、人間性等】
　免疫のはたらきについて主体的に
探究することができる

・生体防御
・免疫のしくみ
・免疫記憶とその利用
・免疫と病気
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　免疫のはたらきについて基本的な概念や原
理・法則などを理解することができる
【思考・判断・表現】
　免疫のはたらきについて科学的に考察するこ
とができる
【主体的に学習に取り組む態度】
　免疫のはたらきに関する現象に主体的に関わ
り見通しをもって探究することができる

○

○

定期考査

【知識・技能】
　生態系とその保全の方法について基本的な概念や
原理・法則などを理解することができる
【思考・判断・表現】
　生態系とその保全の方法について観察をするとと
もに科学的に考察することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
　生態系とその保全に関する現象に主体的に関わり
見通しをもって探究することができる

定期考査 ○


